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資生堂、自社内に「植物栽培実験施設」や「実験農場」を稼動 

“生産者の顔が見える”安心・安全な植物原料の生産に着手 

 

 

資生堂は、掛川工場（静岡県掛川市・植本勇二工場長）「実験棟」内に、生薬原料となる植物

を効率的に栽培できる「植物栽培実験施設」（写真①②）を 2012 年 12 月に設置し、このたび試

験運用を開始しました。あわせて、同工場敷地内には「実験農場」（写真③）も開設、4 月から本

格運用を開始します。これらの取り組みにより“生産者の顔が見える”安心・安全な植物原料の

開発に着手します。 

今後は、早ければ 2014 年には自社の管理下で栽培された植物（※1）を配合した化粧品を発

売することをめざすほか、将来的には原料メーカーの協力を得ながら、自社での原料植物の栽

培および植物原料の生産を徐々に拡大していきます。 

（※1）この時点では「当社の敷地以外の農園」において、当社スタッフも含めて栽培管理・収穫した植物 

 
「植物栽培実験施設」および「実験農場」設置の背景 

化粧品の消費トレンドとしては、ナチュラル・オーガニック志向層が拡大していることに加え、

近年相次いだ食品偽装などの影響もあり、トレーサビリティー（追跡可能性）などの安心・安全

に対するニーズが増大しています。 

また、化粧品業界は、異業種からの新規参入や、外資メーカーの攻勢などで年々厳しさを増

していますが、新規参入メーカーの多くは、自社の化粧品製造工場を持たず、他企業に生産委

託しているケースがほとんどです。 

資生堂では、1872（明治 5）年に日本で最初の洋風調剤薬局として創業して以来、一貫して製

品の効果・効能はもちろんのこと、お客さまに安心・安全をお届けすべくものづくりに努めてきま

した。このような状況の中、「化粧品の専業メーカーとしてできること」を検討した結果、自社敷

地内に「植物栽培実験施設」および「実験農場」を設置し、“顔が見える”植物原料づくりに着手

することとしました。 

 

「植物栽培実験施設」および「実験農場」を用いるメリット 

自社管理のもとで生薬原料植物を生産するメリットは以下の通りです。 

1． 種苗段階から自社で管理することにより、植物の生い立ちと生産者の“顔が見える”、

「安心・安全」、「安定品質」かつ「トレーサブル」な原料調達が可能になります。 

2． こういった質の高い植物原料を使用することにより、市場競争力の高い商品開発にも

繋がるほか、栽培条件をコントロールすることで、有効成分をより多く含む原料調達の

可能性も開けます。 

3． 産地の気候変動などの自然環境による影響が低減することから、「安定した収穫量の

確保」、「価格変動リスク」の低減に繋がります。 

 



 

 

今後について 

今後は「植物栽培実験施設」および「実験農場」において植物栽培実験を推進します。自社

の社員を提携先の実験農場に派遣するなど自社の管理下で育成・収穫した生薬原料の第一弾

は、2014 年度発売の商品への配合をめざします。また、将来的には取引先企業の協力も得な

がら、生産規模の拡大もあわせて視野に入れていきます。 

また、植物工場の熱源の一部に自然エネルギーを用いるなど、化粧品業界初の「エコ・ファース

ト」取得企業として、安心・安全、高品質、安定調達のみならず、環境への配慮も両立させてい

きます。 

 

 

「植物栽培実験施設」および「実験農場」写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆写真① 植物栽培実験施設 ◆写真② 植物栽培実験施設（内部）  

成長に必要な諸条件（温度、灌水（水やり）、照明強度、照射時間、二酸化炭素濃度）を管理 

＜たて 3.6m×横 4.5m×高さ 2.55m＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆写真③ 実験農場 

 

掛川工場敷地内 ＜面積 176 ㎡＝たて 22m×横 8m＞ 

今後の実験状況を踏まえつつ拡大予定 



 

                                                                 

 

◆ 栽培条件を変化させた実験例（カミツレ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊同日に播種したカミツレ（カモミール）の写真。栽培条件を変化させることにより、右のグル

ープの方が早期に開花させることに成功した。 

 

 

 

○参考情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「資生堂研究所 50 年史」 

 

 

 

 

1930 年代の試み「株式会社資生堂農園」 

 

資生堂が植物の自社調達をめざすの

は、今回が初めてではありません。戦時

色が濃厚になってきた昭和 13～14 年ご

ろ、化粧品用原材料の高騰、政府の輸

入禁止措置などにより、原材料の入手に

困難を来たしはじめました。そこで、台湾

に地植えの農場に加え暖房付きの温室

を完備した「株式会社資生堂農園」という

試験農場を開設し、難易度の高い香料

植物を栽培していました。この試みは、

その後の戦火の拡大で消滅こそしました

が、「安心・安全」を希求する姿勢は、今

日の当社のものづくりの姿勢にも息づい

ています。今回の植物原料の自社生産

の取り組みは、当社としては約75 年ぶり

の試みです。 

 

 

 

 


